
［成果情報名］施用肥料中の塩化物イオン量が多いと小麦子実カドミウム濃度が高まる 

［要約］塩安は塩化物イオンを多く含むため、塩安入り肥料を施用すると尿素や硫安を施用した場

合より小麦子実カドミウム濃度が高まる。したがって、小麦子実カドミウム濃度低減のため、窒

素成分としては尿素または硫安を用いることが望ましい。 
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［背景・ねらい］ 

小麦子実カドミウム（Cd）濃度の国際許容基準は0.2mg/kgに設定されており、国内基準は設定

されていないものの、食の安全性の観点から可能な限り低減させることが望ましい。塩類集積な

どにより土壌中の塩化物イオン（Cl）が増えるとCdの土壌への吸着が弱まり、植物のCd吸収が増

えることが知られているので、塩安施肥が子実Cdに与える影響を明らかにし、子実Cdの低減を図

る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．塩安または塩安入り肥料（NK化成Cなど）を施用すると、尿素や硫安を施用した場合と比較

して子実Cdが高まり（表１、図２）、肥料中のCl量が多いほど子実Cdが高くなる（図１）。し

たがって子実Cd低減のため、窒素成分としては尿素または硫安を用いることが望ましい。 

２．降水量の少ない瀬戸内地域では、塩安の施用時期が初期、２-３月、開花期のいずれであって

も、塩安施用により子実Cdが高まる（表１、図２）。 

３．塩化カリ（塩加）も塩安と同じくClを含むが、通常の施肥量においては塩加のCl量は塩安と

比べて少ないため、塩加の子実Cdへの影響は小さい（表１）。 

４．４品種系統（「せときらら」、「ミナミノカオリ」、「中国160号」、「中国162号」）のい

ずれにおいても、施用肥料中のCl量が増えると子実Cdが高まり、品種特異性はない（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本研究は、降水量が少ない近中四農研（広島県福山市）の灰色低地土水田（0.1M HCl抽出土

壌Cdは0.11～0.19mg/kgで、日本の非汚染圃場で平均的な濃度）で水稲作後に実施し、Cdは添加

していない。降水量が多いとClが流亡して塩安の影響が小さくなると考えられる。また、土壌

が異なれば、塩安の影響の大きさが異なる可能性がある。 

２．近畿中国四国地域の一般的な施肥体系で塩安入り肥料が用いられることがあるのは２-３月追

肥のみであり、子実Cdが国際許容基準を超えることは稀である。 



［具体的データ］ 

（いずれも非汚染の灰色低地土水田で水稲作後の11月後半にドリル播、6月上旬に収穫。） 

表１ 肥料の種類が子実Cd等に与える影響（2012年産、品種「せときらら」） 

処
理
区 

2-3月追肥

N5.5kg/10a 

開花期追肥 

N6.5kg/10a 

肥料（基肥含
む）中のCl
（kg/10a）

登熟期

土壌pH

登熟期 
土壌Cl 
(mg/kg) 

子実 
Cd 

(mg/kg) 

子実 
収量 

(kg/10a) 

A 尿素 尿素 5.0 6.7 10.4   c 0.150  b 576 

B 尿素＋塩加 尿素＋塩加 13.5 6.7 22.5  bc 0.155  b 597 

C NK化成C54 尿素 21.7 6.7 24.7  bc 0.180 ab 639 

D 尿素 NK化成C54 24.7 6.8 37.8 ab 0.178 ab 597 

E NK化成C54 NK化成C54 41.4 6.6 48.5 a 0.223 a 631 

基肥は燐加安484（N-P-K=14-18-14、塩安を含まず、塩加を含む）を全区にN6.8kg/10a施用。 

NK化成C54（N-K=15-14）は塩安と塩加を含む。尿素+塩加とNK化成C54のK量はいずれもN量の14/15。 

異なる英字間に5％水準で有意差あり（Tukey多重比較、n=4）。pHと収量は区間に有意差なし。 

  

 

 

 

 

 

 

 

図１ 施用肥料中のCl量と子実Cdの関係（表１を図示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ ４品種系統における施用肥料中のCl量と子実Cdの関係（2011年産）  （基肥N6.5kgは全区燐加安444、 

2-3月追肥N5.5kg及び開花期追肥N9.4（ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘは7.2）kgは、Cl少区：尿素、Cl中区：燐加安403、Cl多区：NK化成C54） 

（石川直幸） 

［その他］ 

中課題名：中小規模水田に対応した生産性向上のための輪作システムの確立 

中課題番号：111b4 

予算区分：交付金、その他外部資金（その他） 

研究期間：2010～2014年度 

研究担当者：石川直幸、石岡厳、谷中美貴子、高田兼則、村上政治（農環研） 

発表論文等：Ishikawa N. et al. (2015) Plant Prod. Sci. 18(2):137-145 

図２ 塩安施用時期が子実Cdに及ぼす影響 

 （2014年産、品種「せときらら」） 

11/20 1/12 2/13, 3/12 肥料中の

区 N5kg/10a N1.5kg N6.5kg Cl（kg/10a）

無塩安 尿素硫加燐安 硫安 硫安 4 

初期 塩加燐安 塩安 硫安 20 

2-3月 尿素硫加燐安 硫安 塩安 20 

開花期追肥は全区に硫安をN9kg/10a施用． 

尿素硫加燐安（16-16-16）は塩安を含まず、塩加を含む。 

塩加燐安（14-14-14）は塩安と塩加を含む。 

登熟期の土壌pH（5.9～6.2）と子実収量（70～72kg/a）は 

区間に有意差なし。 

図中の縦棒は標準偏差（n=3）を示し、英字は表１と同じ。 
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